
さ
れ
る
べ
き
作
品
で
あ
る
と
の
思
い
を
強

く
す
る
。
多
治
見
少
年
少
女
合
唱
団
の
メ

ン
バ
ー
は
、
終
結
に
向
け
、
客
席
に
下
り

て
歌
っ
た
。
平
和
創
造
は
お
題
目
で
は
な

い
。
生
き
て
い
る
者
が
共
同
で
作
り
上
げ

る
も
の
。
権
代
の
思
い
は
、
視
覚
的
に
も

明
確
と
な
っ
た
。

27
カ
国
・
地
域
の
若
者
が
参
加

　

札
幌
の
国
際
教
育
音
楽
祭
、Ｐ
Ｍ
Ｆ（
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
札
幌
）は
、36
回
目
と
な
る
今
年
、

北
海
道
内
で
27
公
演
を
行
い
、
東
京
公
演

も
行
わ
れ
た
（
７
月
27
日
、
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
）。
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
が
死
の
直
前
、

平
和
と
教
育
の
理
念
を
掲
げ
１
９
９
０
年

に
創
設
。
渾
身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
シ
ュ

ー
マ
ン
の
交
響
曲
第
２
番
を
指
揮
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
。
今
年
は
27
カ
国
・
地

域
の
若
者
92
人
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
は

89
人
）が
参
加
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
ウ
ィ

ー
ン
・
フ
ィ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、

ヤ
メ
ン
・
サ
ー
デ
ィ
や
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ

ル
奏
者
ら
の
指
導
を
受
け
た
。

　

Ｐ
Ｍ
Ｆ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
東
京
公
演
は
、

吉
本
梨
乃
が
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
た
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
も
聴

き
ご
た
え
が
あ
っ
た
が
、「
宇
宙
船
地
球

号
」
と
い
う
言
葉
を
よ
り
実
感
さ
せ
た
の

は
、
後
半
の
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
の
交
響
曲

第
５
番
だ
っ
た
。

　

奏
者
た
ち
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー

く
。
出
て
く
る
音
楽
は
、
マ
エ
ス
ト
ー
ソ

で
あ
り
な
が
ら
、
い
か
め
し
く
も
鋭
角
的

に
も
な
ら
な
い
。
イ
メ
ー
ジ
を
言
葉
に
す

る
な
ら
、
秋
の
陽
の
光
が
注
ぐ
山
間
の
風

景
。
燦
然
と
輝
く
の
で
な
く
、
そ
こ
に
い

る
者
を
じ
わ
り
と
温
め
る
。
木
々
を
枯
ら

し
、
凍
て
つ
く
冬
の
予
感
も
漂
わ
せ
な
が

ら
、
滋
味
豊
か
な
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
音
楽
が

続
い
て
い
く
。

　

奏
者
の
自
発
性
に
も
信
頼
を
置
く
。
第

１
楽
章
の
世
界
の
延
長
の
よ
う
に
第
２

楽
章
は
始
ま
り
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
奇く

す

し
き
ド
ル
チ
ェ
は
、
手
を
下
に
お
ろ
し
て

委
ね
る
。
旋
律
に
応
え
る
弦
の
響
き
は
お

の
ず
溶
け
合
い
、
感
興
が
増
す
。
第
３
楽

章
も
、
わ
び
し
さ
と
い
う
よ
り
、
大
き
く

温
か
な
歌
が
保
た
れ
る
。

　

ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
の
指
揮
は
、
北
ド
イ
ツ

出
身
の
ブ
ラ
ー
ム
ス
が
、
ウ
ィ
ー
ン
に
根

差
し
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
と
も
関
係
が

緊
密
だ
っ
た
作
曲
家
で
あ
る
こ
と
を
想
い

起
こ
さ
せ
る
。
父
が
イ
タ
リ
ア
人
で
母
は

フ
ラ
ン
ス
人
。
ス
イ
ス
で
育
ち
、
指
揮
の

教
育
は
ウ
ィ
ー
ン
で
受
け
て
い
る
。
名
前

か
ら
想
像
す
る
イ
タ
リ
ア
の
血
よ
り
、
国

や
民
族
、
言
語
の
違
い
を
超
え
る
欧
州
人

と
し
て
の
感
性
が
、
多
様
な
表
現
を
可
能

に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

終
楽
章
で
は
、
秋
の
山
に
日
が
沈
ん
で

い
く
よ
う
な
、
息
の
長
い
デ
ィ
ミ
ヌ
エ
ン

ド
を
聴
か
せ
た
。
人
生
に
も
、
物
事
に
も

終
わ
り
は
く
る
。
そ
の
こ
と
を

包
み
込
む
よ
う
な
温
か
さ
が
感

じ
ら
れ
た
。

　

後
半
の
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
で

は
、
指
揮
は
一
転
し
て
リ
ズ
ム

や
強
弱
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強

調
し
、
ス
ラ
ブ
の
民
族
音
楽
と

し
て
の
交
響
曲
７
番
を
聴
か
せ

る
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
と
の
差
異
を

際
だ
た
せ
る
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
に

は
、
小
国
の
チ
ェ
コ
の
歴
史
や

民
族
性
を
尊
ぶ
姿
勢
が
当
然
あ

る
。
自
国
主
義
の
無
制
限
な
拡

大
と
命
の
破
壊
が
広
が
る
現
在

の
世
界
状
況
と
は
対
極
の
、
豊

か
な
個
性
と
独
自
性
、
そ
し
て

多
様
さ
が
尊
ば
れ
る
べ
き
だ
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
す
ら
宿
し
て

い
た
。

破
壊
の
後
の
平
和
創
造
の
意
志

　

権
代
敦
彦
の
最
新
作
《
カ
ン
タ
ー
タ　

〝
愛
〟
…
地
に
～
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
合
唱
、

オ
ル
ガ
ン
の
た
め
の
》
は
、
原
爆
投
下
の

主
題
が
創
作
の
出
発
と
し
て
あ
る
。
そ
の

平
和
の
祈
り
は
、
特
別
な「
声
」と
化
し
た
。

山
下
一
史
の
指
揮
す
る
愛
知
室
内
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
は
、
第
１
０
０
回
の
記
念
す
べ
き

定
期
演
奏
会
で
、
岐
阜
県
多
治
見
市
の
多

治
見
少
年
少
女
合
唱
団
と
と
も
に
表
現
の

限
り
を
尽
く
し
、
こ
の
傑
作
を
世
に
送
り

出
し
た（
７
月
31
日
、
愛
知
県
芸
術
劇
場

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）。

　

合
唱
が
初
め
に
繰
り
返
す
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
は
、
被
爆
へ
の
過
程
を
示
す
。
今
は

世
界
が
文
字
通
り
、
破
滅
の
淵
に
立
っ
て

い
る
こ
と
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
。
大
太
鼓

が
各
１
台
、
左
右
に
配
置
さ
れ
、
合
唱
、パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
と
も
に
、
分
厚
い
音
を

創
り
出
す
。

　

第
２
楽
章
は
「
ど
ん
底
か
ら
」
の
副
題

を
持
つ
。
長
崎
で
被
爆
し
、
妻
を
失
っ
た

医
師
の
永
井
隆
の
言
葉
「
ど
ん
底
に
大
地

あ
り
」
か
ら
と
ら
れ
た
。
原
爆
投
下
後
の

破
壊
の
風
景
だ
が
、
永
井
と
同
じ
カ
ト
リ

文  

藤
盛
一
朗

ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
、権
代
敦
彦
、Ｐ
Ｍ
Ｆ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　  

演
奏
や
初
演
作
に
宿
る
平
和
希
求
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
は
じ
め
米
国
で
学
ぶ
者
が
優
勢
。
韓
国

勢
も
目
立
つ
が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
や
コ
ス
タ

リ
カ
、
キ
ュ
ー
バ
と
い
っ
た
中
南
米
か
ら

の
ほ
か
ト
ル
コ
や
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら

の
参
加
者
も
い
る
。
音
楽
的
背
景
や
教
育

が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
て
も
、
英
国
の
指
揮

者
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の

指
導
・
指
揮
と
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
陣
の
サ

ポ
ー
ト
を
経
て
、
音
色
に
は
見
事
な
統
一

感
が
生
ま
れ
て
い
た
。
戦
時
下
の
旧
ソ
連

で
の
作
曲
と
い
う
歴
史
を
離
れ
、
そ
の
合

奏
か
ら
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
声
と
し
て
、
平

和
を
希
求
す
る
意
志
が
聴
こ
え
た
。

52

ッ
ク
教
徒
の
権
代
は
、
イ
エ
ス
の
十
字
架

の
道
行
を
音
楽
に
重
ね
合
わ
せ
、
暴
力
と

死
に
覆
わ
れ
た
世
界
の
向
こ
う
を
見
つ
め

よ
う
と
す
る
。

　

地
か
ら
視
線
を
上
に
挙
げ
る
よ
う
に
、

上
行
音
型
が
現
れ
、
第
３
楽
章
で
は
、
合

唱
が
「
ソ
ラ
」
と
繰
り
返
す
。
多
治
見
少

年
少
女
合
唱
団
と
関
係
の
深
か
っ
た
合
唱

指
揮
者
、
田
中
信
昭
が
終
戦
の
日
に
見
上

げ
た
「
真
っ
白
な
空
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ

こ
に
あ
る
。
第
４
楽
章
は
、「
空
」が
転
じ

て
「
空く

う

」
で
あ
り
、「
空む

な

し
さ
」。
旧
約
聖

書
の
コ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
「
す
べ
て
は
む
な

し
い
」が
基
層
に
あ
る
。

　

終
楽
章
の
第
５
楽
章
は
、「A

ア
ニ
ュ
ス

gnus D

デ
イ

ei

─
平
和
の
賛
歌
」。
こ
こ
で
こ
の
曲
は
、ミ

サ
曲
の
祈
り
の
音
楽
で
あ
る
こ
と
が
明
確

と
な
る
。「
世
の
罪
を
取
り
除
く
神
の
小 

羊
」の
罪
（
ペ
カ
ン
タ
）と
い
う
言
葉
が
繰

り
返
さ
れ
、
憐
れ
み
を
願
う
歌
詞
は
、
平

和
の
懇
願
と
な
る
。
パ
ー
チ
ェ
ム
（
平
和

を
）の
連
呼
は
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
《
ミ

サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
》
を
思
わ
せ
、
争
い
の

た
え
な
い
現
実
世
界
を
暗
示
す
る
小
太
鼓

の
連
打
も
響
く
。
オ
ル
ガ
ン
（
大
平
健
介
）

と
合
唱
の
響
き
は
、
ホ
ー
ル
を
大
聖
堂
に

変
え
た
。

　

作
品
は
愛
知
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
委

嘱
作
で
あ
り
、
権
代
は
レ
ジ
デ
ン
ト
コ
ン

ポ
ー
ザ
ー
と
し
て
の
共
同
作
業
を
こ
の
作

品
に
実
ら
せ
た
。
決
し
て
１
回
限
り
で
な

く
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
で
も
演
奏

　

ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
は
、
東

京
交
響
楽
団
の
音
楽
監
督
就
任
後
、
短
期

の
間
に
実
に
多
様
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
聴

か
せ
て
い
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
マ
ー

ラ
ー
、
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
ラ
ヴ
ェ
ル
、

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、
リ
ム
ス
キ
ー
＝
コ
ル
サ

コ
フ
。
そ
の
ど
れ
も
が
作
曲
家
固
有
の
世

界
に
深
く
入
り
込
ん
だ
表
現
と
感
じ
さ
せ

る
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交
響
曲
第
３
番
の
演

奏
は
、そ
の
典
型
だ
っ
た（
７
月
18
日
、サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）。

柔
ら
か
な
身
ぶ
り
か
ら
温
か
な
歌

　

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
３
番
は
、
指
揮
や
演
奏

の
力
量
が
問
わ
れ
る
難
曲
で
あ
る
。
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
の
下
手
後
方
の
客
席
か
ら

見
た
指
揮
の
身
ぶ
り
は
、
実
に
分
か
り
や

す
い
。
第
１
楽
章
は
、
柔
ら
か
く
、
大
き

ブラームスの交響曲第3番を指揮するヴィオッティ  ©T.Tairadate

権代敦彦の新作《カンタータ “愛”…地に》を演奏する山下一史指揮愛知室内オーケストラと、
多治見少年少女合唱団  ©Akiko Taninaka

プロコフィエフの交響曲第5番を演奏するロバートソン指揮PMF オーケストラ
（パシフィック・ミュージック・フェスティバル組織委員会提供）

113 112


